企　画　・　デ　ー　タ　ヘ　ル　ス　推　進　グ　ル　ー　プ

「第４次大阪府健康増進計画」に基づき、「健康寿命の延伸」及び「健康格差の縮小」を基本目標に、「健活１０」を軸とした府民の健康づくり活動の普及啓発を行うとともに、生活習慣病の発症予防及び早期発見・重症化予防等の取組みを推進した。

1　おおさか健活１０推進プロジェクト事業の推進
予　算　額　　１２８，５２８千円
決　算　額　　１２０，５６７千円


(1)　オール大阪による健康づくり推進事業

①　健活おおさか推進府民会議関連事業
予　算　額　　９，１２５千円
決　算　額　　７，８４５千円

企業、保健医療関係者、医療保険者、市町村等、多様な主体との連携・協働を通して事業を展開し、オール大阪での健康づくりの気運醸成を推進した。
また、職場や地域の健康づくり活動に積極的に取り組む団体を表彰する「健康づくりアワード」を実施した。
	取組み
	概要

	健活おおさか推進府民会議の運営
	・市町村や企業・保健医療関係団体等を中心に参画を呼びかけ、これまで248団体が入会（3/31時点）
・実行委員会の開催
・会員間の連携・協働の促進や情報提供・情報交換を目的とした会員向けメールマガジンの発行

	ワークショップの開催
	・会員同士の連携深化を目的に「2025年大阪・関西万博に向けた「健活10」の普及について」をテーマにワークショップを実施。
　（参加者：30人（事業所等27人、市町村２人、大阪府１人））

	総会の開催
	・会員企業の取組みの活動報告や、ゲストによる基調講演の実施。会員間の情報共有や交流を図った。
（参加者：77人（57団体））

	健康づくりアワード
	職場部門 最優秀賞１団体、優秀賞２団体、奨励賞４団体
地域部門 最優秀賞１団体、優秀賞１団体、奨励賞３団体
を表彰（応募団体数41団体）




②　府民の健康づくり気運醸成事業

予　算　額　１６，２２２千円
決　算　額　１６，１８８千円

府民一人ひとりに主体的な健康づくりを呼びかけるため、ＪＲ大阪駅御堂筋南口コンコースにて、健活１０と大阪・関西万博のコラボレーション広告（特大ポスター広告）を実施した。また、民間企業や市町村等と連携しながら広報を行った。
　　　また、府民を対象に、健康課題に応じたテーマを設けた「健活おおさかセミナー」をオンライン
で開催し、府民の健康づくりへの関心向上を図った。


　　　◎大阪駅前特大広告掲出内容
	
	実施期間
	内容

	第４弾
	７月１日～10月９日
	【健康へのトビラを、今ここで開こう。】
大阪・関西万博公式キャラクターミャクミャクと一緒に写真が撮れるフォトスポットに加え、「健活10」のイラストをモチーフとしたARフォトフレーム機能付のデザイン。


	第５弾
	10月10日～３月31日
	【OSAKA健活10オフィシャルソング「自分史上最高〈G.O.A.T.〉の明日へ」】
健康づくりに取り組むきっかけとなるよう制作した、健活10ソング・ダンス「自分史上最高〈G.O.A.T.〉の明日へ」のキービジュアル（丘みどり氏の写真等）を用いたデザイン。




◎健活おおさかセミナー
	日付
	テーマ
	録画配信
(視聴回数)
	見逃し配信
(視聴回数)

	第１回
(８/９-８/27) 
	今日から実践！疲れ知らずの食生活
～プロアスリートから学ぶ健活ヒント集～

	6,188

	3,333


	第２回
(９/６-９/24)

	脱・座りっぱなし！
～今日から始めるプラス10～
	5,154

	2,078


	第３回
(10/11-10/29)

	教えて名越先生！
ストレスとのうまい付き合いかた
～心がフッと軽くなるおはなし～
	5,724

	1,638






③　府政だよりによる啓発事業
予　算　額　　４，８００千円
決　算　額　　４，７７３千円

府民の健康課題や健康づくりの重要性を広く発信し啓発するため、府政だより９月号に「健活10（ヘルスリテラシー/健活10ソング・ダンス/受動喫煙防止対策/アスマイル）」について掲載した。


(2)　健康キャンパス・プロジェクト事業（若い世代の健康づくり推進事業）
予　算　額　　２，３３３千円
決　算　額　　　　９９７千円

各大学において大学生のヘルスリテラシーの向上を図り、健康づくりの取組みを自主的に行うことを目的に、府内大学と連携し、府内全大学を対象に研修会の開催や啓発資材の提供および調査を行うことで、健康情報や取組み事例を広く発信した。

	取組み
	概要

	大阪府健康キャンパス・プロジェクト全体研修会の開催
	令和６年７月30日に講義（大学生の栄養・食生活と生活リズムの関係と課題）、大学の取組み紹介、グループワークを実施
（大学職員37名：会場参加14名・ウェブ参加23名、
保健所職員22名：会場参加３名・ウェブ参加19名）

	全大学共通啓発資材の作成と配布
	・健康づくり啓発資材の提供
大学生の適正体重への理解や栄養バランスのよい食事生活に関する啓発動画及び啓発リーフレットを作成、大阪府内全大学に配布


	アンケートの実施
	・大阪府内の大学における学生の「食と栄養」の課題等の実状や令和６年３月に配布した健康づくり啓発タペストリー、三角柱の活用状況を把握





(3)　中小企業の健康づくり推進事業
予　算　額　５，２６４千円
決　算　額　４，２９８千円


府内中小企業を対象に、職場における健康経営に係る取組みを支援するため、従業員の健康管理などに関する「健康経営セミナー」を会場とオンラインのハイブリッドで開催するとともに、個別相談会を実施。
また、府内大学・短期大学のキャリアセンター等を対象に、「健康経営」に係る周知啓発等の実態や課題を把握するためのアンケートを実施。さらに、就職を控える学生を対象に「健康経営」を紹介するリーフレットを作成、府内大学・短期大学に配布し、啓発を行った。

健康経営セミナー
	日付
	テーマ
	視聴者数

	第１回
(７/26)
	・女性のヘルスリテラシー
・成果が上がる健康経営の進め方
	会場：75人
ライブ配信：247人
録画配信：185人

	第２回
(９/２)
	・睡眠の謎に挑む ～基礎研究から睡眠ウェルネスへ～
・「健康経営優良法人2025」について
・協会けんぽの健康経営サポートについて
	会場：118人
ライブ配信：329人
録画配信：277人




 (4)　健康格差の解決プログラム促進事業
予　算　額　２５，７８４千円
決　算　額　２１，４６６千円

1 大阪府健康づくり支援システムの作成
（委託先：特定非営利活動法人　日本医療経営機構）
	取組み
	概要

	健康格差に向けた健康づくりの見える化（健康データダッシュボードの作成）
	府民の健康意識向上を目的に、大阪府が保有する健康医療情報データをもとに、市町村や保健所圏域ごとに、わかりやすく地図やグラフにまとめた「大阪府健康データダッシュボード」を構築した。
各種データについては、市町村等の地域単位で地域間の比較も容易にできることから、市町村や保健所等などにおける各種施策の検討にも活用することができる。



　
2 被用者保険(被扶養者)の特定保健指導実施率向上に向けた実証事業の実施
　（委託先：国立大学法人　広島大学）
	取組み
	概要

	被扶養者の特定保健指導実施率向上に向けた実証事業の評価及び施策提言
	令和５年度に実施した実証事業（職域保険者において被扶養者が集団健診を受診した際に資材配付）について評価を行うとともに、施策提言するための検討会議を実施した。
【評価】介入によって得られた効果
・初回面談実施割合：19.3%ポイント増加、2.16倍。
・特定保健指導修了割合：12.6%ポイント増加、2.12倍。
・翌年健診受診割合：20.4%ポイント増加、1.84倍。
【検討会議】
・日時：第１回：８月５日、第２回：９月27日、第３回：３月４日
・出席者：保険者２団体２名、保険者団体２団体２名
【施策提言概要】
・被扶養者の特定保健指導実施率を向上させるためには、まず特定健診受診率の向上が急務。
・女性にとって切実な健康課題を健診結果から抽出し、女性の健康を支えるための健診結果のフィードバックを考えることは今後重要。それによって、被扶養者における健診受診の意義が分かりやすくなり、健診受診率の向上につながる。




　③働く世代からのフレイル予防の取組みを府内市町村・職域・地域で展開するため、研修会の実施や啓発ツールを活用したフレイルチェックの導入を支援した。あわせて働く世代からのフレイル予防について府民への周知を行った。（委託先：国立医薬基盤・健康・栄養研究所、大阪公立大学）
	取組み
	概要

	フレイルチェックの導入支援
	対象
	時期
	内容

	
	市町村

	５～３月
	健康教室、健康イベント等既存事業へフレイルチェックの導入支援（32市町村）

	
	職域（２社）
	①10月28日、29日
②10月～11月
③12月18日

	①商工会議所会員の健診にフレイルチェックの導入（99名）
②三軸加速度計を活用した取組み
（７名）
③健康づくりイベントでのフレイルチェックの導入（38名）

	フレイルに関する調査
	アスマイル
ユーザー

	1月20日～
2月7日
	アンケート機能を活用して調査を実施
（回答30,855人）

	フレイル啓発

	府民
	①１月31日
２月３～４日
３月３～５日
②２月１日
③２月24日

	①市町村広報、アスマイルコラムへの掲載
②フレイルの日イベント
：アリオ八尾（141名）
③万博50日前イベント
：セブンパーク天美（408名）


	
	保健所管内給食施設等
	６月４日

	和泉保健所管内給食研究会総会(51名)


	
	府内薬局・薬剤師会
	８月～
	フレイルチェック体験・握力測定等
（54薬局）

	
	大学
	①５月21日、
６月18日
②12月２日
③７月30日
	①大阪公立大学（17名）
②帝塚山学院大学（31名）
③健康キャンパス・プロジェクト事業情報交換会において取組み紹介（大学職員37名、保健所職員22名）

	
	その他
	①９月７日
②10月31日
	①栄養改善学会での発表
②公衆衛生学会での発表



④特定健診情報等連携促進事業
	取組み
	概要

	保険者向け「令和６年度特定健診情報等連携促進事業補助金」
	事業主が実施した従業員等の健康診断結果の保険者への情報連携を促すとともに、情報連携が困難な事情を把握し改善に取り組む保険者に対して、必要な経費の一部を補助金（※）として交付。

（※）大阪府特定健診情報等連携促進事業補助金交付要綱に基づく




⑤特定保健指導実施者育成事業
	取組み
	概要

	特定保健指導実施者の育成研修会の実施
	・概要：オンライン研修と対面研修を５期間に分け実施
・受講対象者：初任者向け※資格は問わない
・受講者数：①オンライン研修（８月～２月）： 918 名
②対面研修（５回）： 331 名（延）




（5）万博自治体催事関連事業
予　算　額　　６５，０００千円
決　算　額　　６５，０００千円

大阪・関西万博の開催という大きなチャンスを活かし、府民の健康意識を向上させるため、健活１０の要素を取り入れた「健活１０ソング・ダンス」及び‘万博’や‘大阪らしさ’をテーマとした「著名人考案のおおさかＥＸＰＯヘルシーメニュー」を制作し、テレビをはじめとした各種メディアやデジタルサイネージ等を活用したＰＲを展開した。
（令和７年度は、健活１０ソング・ダンス及びおおさかＥＸＰＯヘルシーメニューを万博会場内で披露予定。これらを通じて府民の健康づくりの気運醸成を図る。）


2　健康づくりに関する連携体制の整備

予　算　額　１２，０５６千円
決　算　額　　７，５３１千円

(1)　健活おおさか推進事業
	予　算　額　１９０千円
決　算　額　１９０千円

大阪府健康増進計画に掲げる目標達成に向けた府民の健康づくりを推進するため、健康づくり推進条例に基づき設置した「健活おおさか推進府民会議」を軸として、健康づくりに関わる団体と連携・協働して健康づくりの気運醸成を図った。

(2)　地域・職域連携推進事業
	予　算　額　６，４５２千円
決　算　額　１，９２７千円

生涯を通じた健康づくりを支援するため、行政、事業者、医療保険者等の関係機関による「地域職域連携推進協議会」を運営し、「第４次大阪府健康増進計画」に関する進捗報告を行った。
地域特有の課題については、保健所圏域地域・職域連携推進事業において検討し、関係機関との連携を図りつつ、対策を推進した。また、保健所が本事業をより効果的かつ効率的に実施できるよう、保健所への有識者派遣を２保健所に対し実施した。さらに、各保健所での取組みの共有や有識者を交えた意見交換等を通じて、効果的な事業実施を推進するために、地域職域連携推進連絡会を2回開催した（７月、３月）。


(3)　精度管理基礎調査
	予　算　額　５，４１４千円
決　算　額　５，４１４千円

府内における検診を円滑に推進するため、特定健康診査等の健康診査及び子宮がん検診における検診実施機関、検査機関の検診精度管理調査を（一社）大阪府医師会に委託して実施した。




3　循環器疾患の予防対策（委託先：（地独）大阪健康安全基盤研究所、国立大学法人 大阪大学）
予　算　額　３２，６５６千円
決　算　額　２４，２１６千円

(1)　市町村国民健康保険、後期高齢者医療制度のレセプトデータ及びＮＤＢデータの特定健診・特定保健指導情報、協会けんぽ大阪支部のレセプトデータから医療費及び疾病の構造分析を行った。

(2)　市町村における保健事業を効果的に進めるため、汎用性の高い行動変容プログラムの活用、データを活用した保健事業の創出と事例収集、保健従事者等に対する研修会の開催を通じ、技術的支援を行った。

(3)　特定集団の健康状況に係るデータを追跡・調査し、蓄積されたデータに基づき、循環器疾患の予防対策に活用した。

(4)　府民の健康づくりを支援するシンクタンク機能として、循環器疾患の予防に関する情報発信等を行った。


4　健康増進事業の促進
予　算　額　　３２６，０７２千円
決　算　額　　３０７，８９４千円

　市町村が実施する健康増進事業に要する経費について、所要の補助金を交付した。
○根拠法令等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健康増進法第１７条、第１９条の２


5　地域医療総合確保基金事業（生活習慣病事業）
予　算　額　　９，２６８千円
決　算　額　　８，８９５千円

（1）小児期からの生活習慣病等対策事業
予　算　額　　５，７６８千円
決　算　額　　５，３９７千円

第４次大阪府健康増進計画（令和６年３月策定）に基づく、小児期におけるライフコースアプローチ対策として、令和６年度より小児期からの生活習慣病対策事業を新たに実施した。令和７年１月に「健活キッズしんだん」を公開し、その普及促進を図るため、府内公立小学校（大阪市・堺市除く）で啓発資材の配布やアプリを活用したキャンペーンを展開。これにより、小学校高学年児童（主に小学校4年生）に対する生活習慣病の普及啓発を行い、家族性高コレステロール血症のリスクが高い児童には医療機関への受診を促進した。
また、有識者を交えた意見交換を通じて効果的な事業実施を推進するため、懇話会を２回開催した。（９月、３月）。

（2）糖尿病の重症化予防事業
予　算　額　　３，５００千円
決　算　額　　３，４９８千円

糖尿病は初期の自覚症状がほとんどなく、重症化すると日常生活に大きな影響を及ぼすため、
健康経営の視点から従業員の糖尿病発症予防・重症化予防を促進することを目的に、動画を３本作成した。
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